
講演 1

「虐待を見逃さないための子どものサイン
とは～当事者・支援者の目線から～」

一般社団法人 コンパスナビ
Youtube情報発信番組

THREE FLAGS ～希望の狼煙～
ブローハン聡

2023年12月17日(水)



ブローハン聡



当事者としての発信活動

支援者としての活動





目的

①社会的養護をより多くの人々に関心を持ってもらう。
②社会的養護当事者の次の世代の道しるべをつくる （支援者 道しるべ）

③番組を見た人に次のアクションを提案していく
      
   

映像作家/絵本作家 西坂來人 ✖  ACHA PROJECT代表 山本昌子 ✖ タレント兼モデル BRO【ブロ】

見るだけで若者の支援に繋がる仕組み

Youtube番組 THREE FLAGS〜希望の狼煙〜

「スリフラ」で検索



生い立ち
児童養護施設に入所するまで



母親

スペイン系フィリピン人

実父

日本人

ブローハン聡

フィリピンにいる家族に
仕送りをするため日本へ
日本語はほぼ話せず
フィリピンパブで働く
１人で子どもを育てる

１９９２年２月
東京都墨田区の病院で出生
実父には認知されず
無戸籍・無国籍

母子手帳を不正に取得（１００万円程度）
知らない誰かの手帳で病院へ。

既婚者で家庭を持っていた



母親

スペイン系フィリピン人

義父

日本人

ブローハン聡

継続してフィリピンパブで働く
ストレスでタバコやギャンブル
いつもお金に困っていた。

４歳〜７歳まで保育園には行かず家で過ごす。

郵便局、バス運転手を務める
連れ子を認知せず。

4歳から新しい”お父さん”との生活



平手殴る・蹴る

銭湯や家の浴室水風呂に沈められる

馬乗り

首を絞める

押し入れに閉じ込める

爪楊枝で頭をさす
話すときは俺の目を見ろ。

辛子やワサビやタバスコを塗りたくる

裸で屋上やベランダ

包丁の刃先を顔の近くに向ける
近づける 投げつける

傘でおもいっきり頭を殴る。

ライターで炙る

バイク後部で落とされる

就寝中 頭に枕を踏みつける。ジャンプする。

虐待の数々

わざとまずご飯を食べさせる。
またはご飯を食べさせない

長時間の説教

暴力の痛みから逃れるために自分の身体から出て虐待されている様子を上から見ていた。



-僕がSOSを言えなかった理由 届かない祈りと母親への愛情-

-家以外の居場所学校と友達の家と地域-

-声なきSOSを 見逃さなかった先生-

4歳-7歳

11歳

7歳-10歳



社会的養護の
現状

🍀



社会的養護（児童養護施設・里親等）委託・入所している人数は・・・

全国 約42,500人

ほとんどが18歳で
社会的養護をはなれ、
巣立っていきます。

うち約半数は
親元に帰れず
一人暮らしで
自活していかねばなり
ません。

令和４年厚生労働省「社会的養育の推進に向けて」より

施設名
施設数

全国 東京

児童養護施設 612 63

乳児院 145 10

児童心理治療施設 53 施設にて担う

児童自立支援施設 58 2

母子生活支援施設 217 33

自立援助ホーム 217 19

ファミリーホーム 427 16

＜社会的養護の施設等について＞

※ 上記施設の他、「里親委託」があります。



1週間に1人以上虐待によって命を落としている。



児童養護施設等への入所措置
や里親委託等が解除された者
の実態把握に関する全国調査
報告書（本体） (murc.jp)よ
り

https://www.murc.jp/wp-content/uploads/2021/04/koukai_210430_1.pdf
https://www.murc.jp/wp-content/uploads/2021/04/koukai_210430_1.pdf
https://www.murc.jp/wp-content/uploads/2021/04/koukai_210430_1.pdf
https://www.murc.jp/wp-content/uploads/2021/04/koukai_210430_1.pdf




ケアリーバーが
置かれる厳しい
状況

厚生労働省が2 0 2 1年4月3 0日に公表した
初の全国的な実態調査で浮かび上がる



ケアリーバー：児童養
護施設や里親家庭など
の社会的養護の経験者
のことを指す。



埼玉県 児童養護施設退所者等アフターケア事業

一般社団法人

TEL:048-815-4111  FAX:048-815-4112 

ホームページ http://compass-navi.or.jp/

所在地 埼玉県さいたま市浦和区高砂2丁目5番1号  KOMON 7階

http://compass-navi.or.jp/


埼玉県児童養護施設アフターケア事業🍀

埼玉県内の児童養護施設（自立援助ホーム、ファミリーホーム含む）や
里親宅にいる児童が、施設や里親宅を離れた後に、
就労・住宅・生活で困ったことがある場合に相談に乗りながら総合的な自立支
援を行う事業です。

支援の範囲は施設や里親宅を出た後のフォロー（アフターケア）だけでなく、
出る前の準備段階からの相談を含め
高校在学～１人暮らしや就職について
考える機会づくりといった幅広い範囲に及びます。

コンパスナビでは、
埼玉県の「児童養護施設退所等アフターケア事業」を通じて
埼玉県内の児童養護施設等を巣立った若者や
施設に入所中の児童たちへ様々なプログラムを準備し、支援をしています。

埼玉県福祉部こども安全課より受託・運営



は 埼玉県で 社会的養護出身者の支援を行っています

埼玉県福祉部こども安全課

児童養護施設退所者等アフターケア事業

就労支援

自立支援
インケア

住居支援

運転免許
取得助成

委託

その他独自の支援事業

居場所
づくり

2018年度～

浦和駅近くの
クローバーハウス
運営



就労支援

就職情報誌を制作し、社会的養護施設へ配布

協力企業募集しております🍀

埼玉県内を中心に、

社会的養護出身者を特別な配慮をもって

雇用してくださる優良企業を開拓し、就職情報誌にまとめています。

◯中卒でも正社員採用OK

◯社員寮有りまたは会社がアパートを用意

◯会社見学・仕事体験OK、時短勤務応相談 等..

さらに社長や若手社員の

インタビューを撮影した動画も作成

年2回更新し、児童養護施設などに郵送しています。

就職希望者には、まず情報誌を見て、興味のある会社を探してもらい、会社見学〜仕事体験〜面接へ案内しています。



クローバーハウスとは？

埼玉県の児童養護施設退所者等アフターケア事業居場所事業

児童養護施設や里親など、社会的養護出身の若者は、
社会に巣立つときに一人での生活を余儀なくされます。
そうした若者たちの居場所として、
沢山の人と「繋がる」そして「集える」場所となり
悩みや様々な「相談」を自然と話せる場所にもなっています。

🍀開所日 ：（木）（金）（土）

🍀開所時間：１２時〜２０時（事前予約）

🍀利用者 ：１８歳〜３０歳前後の若者たち

🍀交通費 ：上限2500円まで支給

🍀お弁当が100円で購入

🍀レンタルスーツ貸し出し



クローバーハウス（埼玉県 児童養護施設退所者等の居場所事業）

埼玉県より受託した居場所事業「クローバーハウス」を

さいたま市浦和区に開設し、今年度で無事に4年目の運営となりました。

社会的養護から巣立った若者たちを

孤立させない。気軽に遊びに行こうよからSOSが繋がる場所へ

また何でも相談できる 居場所として、利用者の心の拠り所となっています。

利用登録者は 150 名を超えました。



◯「知る」事から始まる

「知っている」は
自分の周りや身の回りの誰かを助けることができる

・「制度」＝ “知る” ＝「当事者（知らない）」

・普段の会話から繋がる。を繋げる



コンパスナビと児童養護施設等の出身者が取材してつくった！

困ったときの相談先が調べられるサイト オープン
2021年2月15日

団体さんへの児童養護施設等の出身者が取材!（インタビュー）🎦



●通販サイトではちみつを販売しています🐝



地域で連携しながら若者を支援できるネットワークが必要

民間企業

正社員雇用

手厚い教育体制

就労体験

住まい提供

障害者支援サービス

障害者就労訓練

障害者雇用

地域見守り

行政の
生活困窮者支援

社会福祉協議会

生活困窮者支援

生活保護

法テラス
地元弁護士

こども
食堂

不動産
会社

教育機関

生活支援

民生委員

若者支援
団体

困窮している若者

コンパス
ナビ

出身施設









終わりに伝えたいこと



事例



○不登校の数 20万人

○生活保護受給者 207万人 60人に1人が生活保護。

高齢者、母子世帯、傷や障害を抱えている方を除いた
若者（18歳～40歳）数で 12万人が受給

156億円/月（ 1人あたり１月13万円支給）

○犯罪を犯し、少年院等に毎年515億円がかかっている。



子ども～若者自殺数 1000人越え

小学生 17 人

中学生 143 人

高校生 354 人

大学生 549 人

生きてて楽しいのかな。苦しい未来を想像しちゃう



様々なケースのたった一部ですがこうやって
家から鞄1つ所持金ほぼなしで飛び出しWi-Fiのみでしか繋がらない携帯

家に帰れない状態から繋がります。緊急で今日の寝る場所を探すところから
始まりその後の食事や生活を整え働く場所を探す。

そして子ども時代に子どもの時間を奪われてきた若者が身体だけ
大人になり心がズタボロに傷ついた"社会人"として社会の中で生活すること容易ではありません。

時に明日を生きるけれども後ろに伸びた影を辿り明日を生きない選択を選ぶ子もいます。
自分の人生 自分が主人公だって実感するのに
長い年月をかけて過去の傷を抱えながらもその小さい一歩から明日を描こうと強く生きようとする子もいます。

同じ日本で生きているのに社会の皺寄せが子どもに向かっている課題をどうにかしなければなりません。
貧困をはじめとするその他の様々な不運な状況を自己責任の一言で片付けるには厳しすぎる世の中です。

皆様には生きづらさを抱えることになった若者たちに思い馳せて関心を持っていただく機会になれば幸いです。



”知る“を繋げる。”繋がる“を繋げる。
子どもにとって身近な隣人（大人）は橋渡しができる重要な存在なのです。

子どもの命を繋ぎ守るのは
この社会に課せられた大きな使命だとおもっております。

子ども特有の時間から見たこの世界（家,学校,地域）で
出逢う“大人”たちは
子どもたちの人生を大きく左右する力を持っています。

子どもや親を取り巻くキーパーソンになりうる身近な隣人が
多く存在することでこれまで見て見ぬふりをされていた虐待が表面化する。

”キーパーソン"



ご清聴ありがとうございました！



応援お願いします！
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